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１．はじめに 










速ディフューザを組み合わせ，マッハ 2.0 で流量捕獲率 100%になるように設計されている．その
形状・寸法を図１に示す．また，インテークを搭載した第二世代実験機の予想図を図２に示す． 
  
































































      ・・・・・・・・・・(3) 













































側面は t5 アルミ板． 









通風条件は，ISAS 遷音速風洞においては，マッハ 1.3～0.7 のマッハスイープおよび迎角ゼロ
である．また，模型にはたらく抗力が天秤秤量を超えないように，一様流全圧として遷音速風洞
の運転可能最小値 1.5kgf/cm2に設定する．室蘭工大超音速風洞においては，マッハ 2.0 ノズルブ
ロックを用い，一様流全圧 100kPa（大気圧）である．実際は，風洞のラバルノズルの流路拡大
部分にインテーク入口が配置されるため，インテーク入口マッハ数は 1.6 程度である．また，整




































るインテーク部分は長くなるが，2011 年度の風洞試験[1]より，インテーク長さが M2011 形状の
抗力または空力特性に与える影響は小さいことが判明している．また，その場合，所要空気流量
を得るためのインテーク入口サイズを小さくできるため，インテーク抗力の低減に寄与できると
考えられる． 
今後，インテーク模型のみの抗力の計測，内部流れの観察，等を進め，インテークの詳細な空
力特性を把握する計画である． 
